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●受賞理由 

本論文は，カエルの合唱の解析にロボット聴覚の技術を導入しカエルホタ

ルという音を可視化するデバイスを開発し，これを用いてカエルがフィール

振動子モデルと音声可視化システムを用いたアマガエルの合唱法則の解析 

合原一究，粟野皓光，水本武志，坂東宜昭，大塚琢馬，柳楽浩平，奥乃 博 
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ドでグループに分かれてかわるがわるに合唱するという動物行動学的に重要

な新たな知見を得た，また，これを振動子モデルによってモデル化したとい

う研究である．これまで，AIチャレンジ研究会が中心となって培ってきたロ

ボット聴覚の知見を，生物行動学の分野と融合し，実際に大きな成果を上げ

ており，独創的，かつ斬新な研究である．本件に関連した研究は，Nature 

Groupの Scientific Reportにも掲載されており，動物行動学的側面から，そ

の研究価値が世界的に認められている．工学的側面からも，基礎研究から生

まれる技術を新たな分野に展開していく研究を奨励する意味で，本件を優秀

賞に推薦したい． 
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